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研究成果の概要（和文）：日本文化の特徴を、社会学、文化人類学、政治学、歴史学、地域研究といったさまざ
まな社会科学から見ることで、相対的にかつ普遍的に捉えることとした。ただし、その際にはフォーカスポイン
トを社会運動におき、日本の社会運動がそれぞれの学問領域から見たときに、どのように把握できるものである
のかを研究した。我々は、共同研究を通して、アモルファスな状態認識を共通の視点として持てることを発見
し、この視点から日本文化の位置づけを行った。

研究成果の概要（英文）：By observing the characteristics of Japanese culture from various social 
sciences such as sociology, cultural anthropology, politics, history, and area studies, we decided 
to capture this relatively and universally. However, at that time, we put the focus point on the 
social movement. We studied how Japanese social movements can be grasped when viewed from their 
respective disciplines. Through joint research, we discovered that we can have an amorphous state 
recognition as a common viewpoint, and positioned Japanese culture from this viewpoint.

研究分野： 社会学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本社会の特徴を国際発信することに努めた。英語論文も複数発表したし、研究代表者は2018年に秋篠宮眞子内
親王がラテンアメリカへの日本移民120周年祭に出かける際には、本研究成果を120周年祭に向けての事前学習と
して秋篠宮邸御進講をおこない、ブラジル、アルゼンチン、ペルーでの記念式典のスピーチにも本研究の成果を
反映させることができた。本研究は、研究代表者のこのような活動のほかに、多くの実践的な場所で用いられて
おり、単なる学術研究を超えて社会に研究成果を発信することができたと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 近年、社会現象のグローバル化が当たり前のこととして受け止められるようになった。かつて
は、人の移動に多くの注目が集まったが、今や人は国境を超えて移動することは当たり前のこと
となった。それよりも、人の移動を当たり前のものとしつつ、相変わらず国境を単位とした文化
の単位は根強く残り続け、溶解すると思われた国境が経済危機やパンデミックなど、グローバル
化がもたらす危機がサイクリカルに発生することで、むしろ耐えざる再定義が行われている。 
こうした社会状況の変化と軌を一にして、学問領域・アカデミックディシップリンの間でも境

界の乗り越えが頻繁に見られるようになってきた。このような社会的状況、学問的状況を念頭に
おいて、グローバル化の進む日本社会のあり方を、社会学、政治学、歴史学、地域研究の異なる
バックボーンを持つものが共通の認識を持ったり、共通の方法論を打ち立てたりすることがで
きるのか、という問題意識から本研究プロジェクトは企画された。 
 また、変化するグローバル社会と地域社会を架橋する理論的な方法を打ち立てる可能性につ
いても強く意図していた。しかし、学問的ディシップリンが異なるだけでも共通の認識枠組みを
作るのは困難でもあるし、さらにグローバルに異なる社会の状況をも把握することが果たして
できるのか、ということもまた危惧していたが、とにかく方法論の確立もトライすることにした。 
 
 
２．研究の目的 
 日本社会に関する国際的な理解としては、西欧とは異なるとする日本特殊論で語られること
もあれば、西欧由来の理論的枠組みである普遍的な理論モデルが十分働く社会として捉えられ
ることもある。しかしながら、日本社会を特徴付ける日本文化はルース・ベネディクトの『菊と
刀』に典型に見られるように、欧米人には分かりにくい・理解しにくいものとしてあることは標
準的な認識であろう。その一方で、近年、分かりにくいとされてきた日本文化は、アニメに代表
されるクールジャパンとして世界を魅了している。理解しにくいのではなくて、むしろ世界が日
本に近づいてきてもいる。そうであるならば、日本の文化や社会を読み解くアプローチは、単に
日本社会を読み解くだけではなく、世界の他の国や他の文化における人々の行動を理解する枠
組みをも提示する可能性がある。とりわけ、文化という側面は、すべての人々がその中で生きて
いるにも拘わらず、すべての人が納得出来るような説明枠組みとして説明することは極めて難
しい。本研究では、このような説明枠組みとしての文化を説明するものが企図された。 
 しかし、一定の共通の対象は必要であろうということで、人間の文化的特性が表れる対象とな
り得る集合行動として、一定の社会的な意味が込められつつ、そこには非論理的と思われがちな
感情の動きも大きなモメントとなる大衆行動・デモをその研究対象とすることにした。さまざま
な対象・場所で行われるデモの共通の説明枠組みを求めるものとしたのである。そしてその説明
枠組みは、日本のデモを説明するだけでなく、アメリカやヨーロッパ、東南アジア、南米、アフ
リカのそれをも説明出来るようにすることが目的と定められた。 
 
３．研究の方法 
 一つには、日本で行われた集合行動の文献史的な調査である。とりわけ、集合行動に参加した
当事者の残した記録、さまざまな団体の機関誌等について可能な限り集め、当時の声を残したも
のへのインタビューも行い、その当時どのような思いで集合行動に参加していたのか、当時はこ
のように書き残しているけれども、その評価は今でも変わることはないのか、といった当事者に
とっての主観的な評価の変遷について行う。いま一つは、研究対象となる集合行動があると聞い
たときには、可能な限り参加し、そこに集まる人々への聞き取り調査も随時行う。上記のように、
本研究の一次資料として集められる資料は史的資料としての当事者が残した活字情報、そして
現代の運動に集まる人々へのインタビュー調査から集められた「生の言葉」がその研究対象とし
てデータに据えられる。 
 その上で、かつての集合行動、1970 年代までの学生運動や労働運動が強かった時代のものを
Organization driven（組織主導）な運動であり、それが現代では Individual driven（個人主
導）な運動であって、組織は不定型なものとして形成されている。そこでは、個人が集まったと
きにその瞬間だけの組織（Amorphous organization）が成立しているとの仮説を立てた。そして、
その瞬間に組織として成立する個人の関係がどのようなものであったのかを、集められたデー
タから検証するという形で論証していくこととした。さらに、個人と個人の繋がりのなかで、あ
るいは個人と集団・組織との繋がりのなかで、どのような意味が集合行動に付加されていくのか
を解明していくことで、集合行動そのものの変化を理解するものとした。手法としてはアモルフ
ァスをキー概念において構築主義的な集合行動理解となるものである。 
 
４．研究成果 
 研究成果は、これまで毎年の報告書に記載してきたように多数の論文・学会報告等に詳細は記
載してあるので、ここでは研究成果の概要を記載する。本研究は、当初はさまざまな領域を検討
したが、最終的には集合行動、とりわけ大衆の抗議運動としてのデモに焦点を当てることとした。
近年、反グローバリズムであったり、反人種差別であったり、世界は異なる文脈におかれていて
も、人々が抗議をすることが普遍的に見られる。そのことは、テレビや新聞でも伝えられ、広く



知られることでもある。しかも、世界中で、共通の特徴が見られるのだ。それは、デモがどこか
特定の団体や特定の政党の指導の下で行われているというのではなく、さまざまな組織的背景
をもった者がそこに加わるだけでなく、組織的な背景を一切持たない個人が多く参加している
ことである。だからこそ、在る一瞬に広がる傾向が極めて強く、かといってその一瞬だけで終わ
ることもなく細々とも続いていく、という二面性をもった集合行動になっているのだ。 
 このような集合行動の説明枠組みとして、本研究チームは「アモルファス」をキーコンセプト
に選んだ。アモルファスは、自然科学における状態を表す概念である。すべての単位が均質で、
その均質な単位のものが規則正しくならぶものが結晶（クリスタル）であるのに対して、アモル
ファスは単位となるものは異質な特性を持っていて、その異質な特性を持っているものがラン
ダムに並び結合する状態がアモルファスとなる。クリスタルな構造を持つ物質はある特定の方
向からの力には強いが、別の方向から力を入力されると簡単に壊れたりする。それに対して、ラ
ンダムに相互が結びついているアモルファスな物質は、あらゆる方向から力を加えられても耐
えるような性質を持つようなことにもつながる。例えば、チタンを利用する際に純チタンではな
く、アルミニウムをわずかに添加してクリスタルをアモルファス化させたり、セメントの骨材に
同じ大きさ形の石を入れるのではなく、さまざまな不揃いの形・大きさの採石を混ぜたりするの
もアモルファスの利用である（コンクリートの強度はアモルファス度が高いほど強くなる）。 
 本研究では、現代の集合行動としてのデモの特徴は、さまざまな属性を持った人々がアモルフ
ァス的に集まった状態であり、それが上記のチタンやコンクリートの例のような固体化されて
不変の状態となるのと異なって、在る一瞬の状況としてアモルファスな状態になっている、とい
うところにもとめた。そして、集合状態がアモルファスであるということを認識すると、政党や
労働組合といった既存の組織は弱まり続けているにも拘わらず、なぜデモのような集合行動が
起きるのか。政党や労働組合といった中間集団を欠いた集合行動は、これまでの資源動員論等で
は一時の集団の感情が沸騰したような非理性的なものとしてしか理解されてこなかったものに
対しても、現代の人々が個人化されつつも社会の一定の価値観を共有している状況を示すもの
であって、その積極的な意味理解を可能にするということを提示することができた。 
 なお、本プロジェクトを科研費に応募したときには、研究成果を研究期間の最後に英語で出版
する、ということを書いていた。残念ながら研究期間最終年度内に英文出版をすることはできな
かったが、英文出版の準備はできていた。本研究成果は、予定より 10 か月ほど遅くなってしま
ったが、Horie Takashi, Tanaka Hikaru and Kiyoto Tanno eds.,2020, Sociology of Amorphous 
Diecent, Trans Pacific Press として公刊することになっている。第一章は、Horie Takashi, 
Tanaka Hikaru and Kiyoto Tanno, Amorphous Diecent: A conceptualization、第二章は
Kinoshita Chigaya, What have post-311 social movemens changed?、第三章は、Horie Takashi, 
Post 311 social movements and politics、第四章は、Tanaka Hikaru, Amateur revolt: The 
amorphous social movements resisting the system、第五章は、Toriyama Atsushi, Twenty 
years of confrontation: against the ossification of US Military Bases in Okinawa、そ
して最終章が Tanno Kiyoto, Opposing hate speech in Japan: Valuing differences and 
Breaking new ground for human rights である。ゲラの確認も終えており、参考文献表の作成
も終えた。最終成果を英文で公刊するところまでたどり着けたことは、十分な成果を収めること
ができたと考えている。  
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